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第　 1　問

三角形 OABにおいて，辺 OA，辺 OBの長さをそれぞれ a，bとする．また，角 AOB

は直角ではないとする．2つのベクトル −→
OAと −→

OBの内積 −→
OA ·

−→
OBを k とおく．次の問

に答えよ．

(1) 直線 OA上に点 Cを，−→
BCが −→

OAと垂直になるようにとる．−→
OCを a，k，−→

OAを
用いて表せ．

(2) a =
√
2，b = 1とする．直線 BC上に点 Hを，−→

AHが −→
OBと垂直になるようにと

る．−→
OH = u

−→
OA+ v

−→
OBとおくとき，uと v をそれぞれ k で表せ．
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第　 2　問

aを正の実数とする．関数 f(x) = ax2 + (1− 2a)xが次の 2つの条件

(i) −3 ≦ x < 0のとき，f(x) ≧ −1

(ii) x ≧ 0のとき，f(x) ≧ 0

をともに満たすような aの値の範囲を求めよ．
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第　 3　問

aを正の実数とする．次の問に答えよ．

(1) y = x2 − a x のグラフをかけ．

(2) F (a) =

∫ 1

−1

x2 − a x dxを求めよ．

(3) F (a)の最小値を求めよ．
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